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策定にあたって 

 

田んぼや畑のことが日常のあいさつや会話の中心であり、祭りや五穀豊穣を願う行

事は住民総出が普通のことであった農村の姿は、消えつつあります。 

農業を取り巻く情勢が大きく変化する中、農業従事者の高齢化が進み、多くの地域

で農家数が減少しています。 

とりわけ、水田率が 92 パーセントと高く、主業農家率が６パーセントと低い本県

では、このままで農業経営が続けられるのか、集落の農地が守れるのか、集落のコミ

ュニティは維持できるのか、誰もが心配されているところです。 

このような不安を解消し、明るい展望を見いだすには、何よりもまず、そこに住む

人々が、自ら地域の農業、集落の将来を考えることが大切です。 

今、求められるのは、集落の将来のために、集落の住民みんなが話し合い、目指す

農業、農村の姿をみんなで描き、その実現に向けて取り組んでいくことです。 

 

「誰がどのように農業を担い、集落の農地を守るのか。」「活力のある農村をどう創

るのか。」「集落や住民ができること、するべきことは何なのか？」 

本指針は、集落の話合いに基づいて、担い手をはじめ、集落の農業者と住民が互い

に支え合い、地域農業の持続・発展と農による地域再生を目指す活動を実践されるこ

とを願い策定しました。 

指針では、農業、集落の将来を考える時に、目指す方向の参考となる効率的な水田

経営のパターンや、農業や地域資源を活用した地域活性化の事例などを示しました。 

また、将来を考えるにあたって、市町、農協などの関係者や集落リーダー、農業の

担い手が、地域や集落の農業の現状と課題を認識し、集落で話合いを進める際の資料

や手法を示しています。 
 
本県には、1980 年代から全国に先駆けて取り組んできたブロックローテーション

による集団転作や 1990 年代に広がった全国有数の集落営農の取組、さらには近年の

「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」の取組など、集落を基礎として農業を行

い、農地を守ってきた力と実績があります。 
その力を今一度結集し、集落の課題をしっかりと把み、集落の実情にあった将来の

農業、農村のあるべき方向性を定め、集落住民共通認識のもと、その実現に努めてい

ただきたいと思います。 

 

    平成 27年(2015 年)３月 

                        滋賀県農政水産部長 

                          青 木  洋 
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